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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】生物学的試料用の光学測定装置における較正お
よび／またはエラー検出のためのシステムおよび方法を
提供する。
【解決手段】第１および第２の検出信号に基づき第２の
測定チャネルに対する更新基準係数を計算することと、
更新基準係数を少なくとも１つの現行基準係数と比較す
ることと、比較結果に応じて、第２の測定チャネルにお
ける後の測定に用いるために現行基準係数として更新基
準係数を記憶するか、または、第２の測定チャネルにお
ける後の測定に用いるために現行基準係数を維持するこ
ととを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも第１の測定チャネルおよび第２の測定チャネル（３ａ、・・・、３ｎ）を有す
る生物学的試料用の光学測定装置における較正および／またはエラー検出のための方法で
あって、前記方法は、前記光学測定装置の前記第２の測定チャネル（３ｎ）における生物
学的試料の測定の間に、
それぞれが前記光学測定装置の前記第１および第２の測定チャネル（３ａ、３ｎ）におけ
る測定信号の関係を示す、前記第２の測定チャネル（３ｎ）に対する１つまたは複数の現
行基準係数を取得することと、
前記第１の測定チャネル（３ａ）の検出信号を判定すること（４０１）と、
前記第２の測定チャネル（３ｎ）の検出信号を判定すること（４０１）と、
第１および第２の検出信号に基づき前記第２の測定チャネル（３ｎ）に対する更新基準係
数を計算すること（４０２）と、
前記更新基準係数を前記１つまたは複数の現行基準係数の少なくとも１つと比較すること
（４０３）と、
比較結果に応じて、前記第２の測定チャネル（３ｎ）における後の測定に用いるために現
行基準係数として前記更新基準係数を記憶する（４０６）か、または、前記第２の測定チ
ャネル（３ｎ）における後の測定に用いるために前記１つまたは複数の現行基準係数を維
持すること（４０４）と
を含む基準係数更新処理を繰り返し実施することを含む方法。
【請求項２】
前記更新基準係数が、前記１つまたは複数の現行基準係数の少なくとも１つから最大でも
所定の値だけ逸脱する場合、前記第２の測定チャネル（３ｎ）における後の測定に用いる
ために現行基準係数として前記更新基準係数を記憶することさらに含み、
前記更新基準係数が、前記１つまたは複数の現行基準係数の少なくとも１つから前記所定
の値よりも大きく逸脱する場合、前記第２の測定チャネル（３ｎ）における後の測定に用
いるために前記１つまたは複数の現行基準係数を維持することをさらに含む請求項１記載
の方法。
【請求項３】
基準係数を計算することが、前記第１および第２の検出信号の比率を決定することを含む
請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
前記第２の測定チャネル（３ｎ）における後の測定において前記１つまたは複数の現行基
準係数を用いることが、
生物学的試料を含まない前記第１の測定チャネル（３ａ）の検出信号を判定することと、
測定される生物学的試料を含む前記第２の測定チャネル（３ｎ）の検出信号を判定するこ
とと、
前記現行基準係数の１つによって前記第２の測定チャネル（３ｎ）の前記検出信号を補正
することと
を含む請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
前記第２の測定チャネルにおける後の測定において前記１つまたは複数の現行基準係数を
用いることが、
生物学的試料を含まない前記第１の測定チャネルの検出信号を判定することと、
測定される生物学的試料を含まない前記第２の測定チャネルの検出信号を判定することと
、
前記現行基準係数の１つによって前記第２の測定チャネルの前記検出信号を補正すること
と
を含む請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
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前記検出信号を補正することが、前記検出信号に前記現行基準係数の１つを乗じること、
または、前記検出信号を前記現行基準係数の１つで割ることを含む請求項４または５記載
の方法。
【請求項７】
各基準係数に対するタイムスタンプを記憶することをさらに含み、前記タイムスタンプは
、特定の前記基準係数が決定されたときを示す請求項１～６のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項８】
前記現行基準係数の経過時間を決定するために前記現行基準係数のタイムスタンプを評価
すること（３０２）と、
前記現行基準係数の経過時間が所定の最大経過時間を超える場合にエラーメッセージを生
成すること（３０３）と
をさらに含む請求項７記載の方法。
【請求項９】
請求項１の前記基準係数更新処理が、前記光学測定装置の動作中に継続的に実施される請
求項１～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
前記基準係数更新処理が周期的に実施され、好ましくは、前記基準係数更新処理が少なく
とも１分に１回、または少なくとも１秒に１回実施される請求項１～９のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項１１】
生物学的試料用の前記光学測定装置が、１つまたは複数の付加的な測定チャネル（３ｂ、
・・・、３ｎ）を含み、前記方法が、前記光学測定装置の前記第２または１つもしくは複
数の付加的な測定チャネル（３ｂ、・・・、３ｎ）における生物学的試料の測定の間に、
前記１つまたは複数の付加的な測定チャネル（３ｂ、・・・、３ｎ）のそれぞれに対して
請求項１～１０のいずれか１項において設定された基準係数更新処理を繰り返し実施する
ことをさらに含む請求項１～１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
前記光学測定装置の、前記第１および第２の測定チャネル（３ａ、３ｎ）を含む全ての測
定チャネル（３ａ、・・・、３ｎ）の基準係数に対して平均値を計算すること（２０４）
と、
前記第１および第２の測定チャネル（３ａ、３ｎ）を含む各測定チャネル（３ａ、・・・
、３ｎ）に対して、それぞれの前記測定チャネル（３ａ、・・・、３ｎ）の基準係数およ
び平均基準係数の逸脱を決定することと、
測定チャネル（３ａ、・・・、３ｎ）の前記基準係数および前記平均基準係数からの逸脱
が所定の限度を超える場合、それぞれの前記測定チャネル（３ａ、・・・、３ｎ）をフラ
グ付けすることと
をさらに含み、
好ましくは、前記平均値が、中央値または算術平均である、
請求項１～１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
前記第２の測定チャネル（３ｎ）における後の測定での前記更新基準係数の使用を遅延さ
せることをさらに含み、好ましくは、前記遅延は、前記生物学的試料を含む容器の挿入ま
たは取り外しの間に決定される更新基準係数を用いることが回避されるように選択される
請求項１～１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
記憶される命令を有するコンピュータ可読媒体であって、前記命令が、コンピュータシス
テムによって実行されると、前記コンピュータシステムに、請求項１～１３のいずれか１
項に記載の方法のステップを実行することを促す、コンピュータ可読媒体。
【請求項１５】
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第１の測定チャネル（３ａ）と、
第２の測定チャネル（３ｎ）と、
前記第１および第２の測定チャネル（３ａ、３ｎ）から信号を受け取るように構成される
検出器（７）と、
前記光学測定装置において較正および／またはエラー検出のための方法を実施するように
構成される制御装置と
を備える生物学的試料用の光学測定装置であって、前記方法は、
前記光学測定装置の動作中に、
それぞれが前記光学測定装置の前記第１および第２の測定チャネル（３ａ、３ｎ）におけ
る測定信号の関係を示す、前記第２の測定チャネル（３ｎ）に対する１つまたは複数の現
行基準係数を取得するステップと、
前記第１の測定チャネル（３ａ）の検出信号を判定するステップと、
前記第２の測定チャネル（３ｎ）の検出信号を判定するステップと、
第１および第２の検出信号に基づき前記第２の測定チャネル（３ｎ）に対する更新基準係
数を計算するステップと、
前記更新基準係数を前記１つまたは複数の現行基準係数の少なくとも１つと比較するステ
ップと、
比較結果に応じて、前記第２の測定チャネル（３ｎ）における後の測定に用いるために現
行基準係数として前記更新基準係数を記憶するか、または、前記第２の測定チャネル（３
ｎ）における後の測定に用いるために前記１つまたは複数の現行基準係数を維持するステ
ップと
を含む基準係数更新処理を繰り返し実施することを含む光学測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、生物学的試料用の光学測定装置における較正および／またはエラー検出のた
めのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日の検査室において、生物学的試料用の光学測定装置は、自動または半自動方式で多
数の試料を処理し得る。これは、複数の異なる測定位置または測定チャネルにおいて比較
的高いスループットで試料の光学的特性を測定することを含む場合がある。この機能性を
提供するために、光学測定装置は、生物学的試料を操作および処理するため、相当に複雑
な機構を含み得る。自動または半自動の光学測定装置の複雑さは、動作中の測定装置の、
多数のエラーおよび状態の変化をもたらし得る。
【０００３】
　たとえば、いくつかの状況において、分析される生物学的試料は、キュベットまたは他
の容器に含まれ得る。これらのキュベットまたは他の容器は、自動操作処理の過程におい
て損傷（たとえば、割れまたは破損）をうけるおそれがある。他の状況においては、分析
処理で用いられる光が、光学ファイバーによって測定チャネルまたは測定位置へ、および
測定チャネルまたは位置から導かれ得る。ファイバーは、光学測定装置の動作中に動いた
り壊れたりするおそれがある。さらに他の例においては、異物が部分的または完全に測定
チャネルを遮断するおそれがある。
【０００４】
　これら全ての状況において（および多くの付加的な状況において）、生物学的試料の適
切な測定は妨げられるか、さらには阻まれ得る。これは、多数の不都合な結果を有し得る
。一方で、誤差が気づかれずに、誤った測定結果が光学測定装置によって提供されるおそ
れがある。一方で、光学測定装置のエラーまたは他の状態変化の素早い追跡および回避は
、相当な量の時間および資源を要し得る。これは、所有コストおよび光学測定装置のダウ
ンタイムを増加させる。
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【発明の概要】
【０００５】
　第１の全体的な態様において、少なくとも第１の測定チャネルおよび第２の測定チャネ
ルを有する生物学的試料用の光学測定装置における較正および／またはエラー検出のため
の方法が記載される。光学測定装置の第２の測定チャネルにおける生物学的試料の測定の
間に、方法は、それぞれが光学測定装置の第１および第２の測定チャネルにおける測定信
号の関係を示す、第２の測定チャネルに対する１つまたは複数の現行基準係数（current 
reference factor）を取得するステップと、第１の測定チャネルの検出信号を判定するス
テップと、第２の測定チャネルの検出信号を判定するステップと、第１および第２の検出
信号に基づき第２の測定チャネルに対する更新基準係数（updated reference factor）を
計算するステップと、更新基準係数を１つまたは複数の現行基準係数の少なくとも１つと
比較するステップと、比較結果に応じて、第２の測定チャネルにおける後の測定に用いる
ために現行基準係数として更新基準係数を記憶するか、または、第２の測定チャネルにお
ける後の測定に用いるために１つまたは複数の現行基準係数を維持するステップとを含む
基準係数更新処理を繰り返し実施することを含む。
【０００６】
　第２の全体的な態様において、生物学的試料用の光学測定装置が記載される。光学測定
装置は、第１の測定チャネルと、第２の測定チャネルと、第１および第２の測定チャネル
から信号を受け取るように構成される検出器と、光学測定装置の第２の測定チャネルにお
ける生物学的試料の測定の間に、それぞれが光学測定装置の第１および第２の測定チャネ
ルにおける測定信号の関係を示す、第２の測定チャネルに対する１つまたは複数の現行基
準係数を取得するステップと、第１の測定チャネルの検出信号を判定するステップと、第
２の測定チャネルの検出信号を判定するステップと、第１および第２の検出信号に基づき
第２の測定チャネルに対する更新基準係数を計算するステップと、更新基準係数を１つま
たは複数の現行基準係数の少なくとも１つと比較するステップと、比較結果に応じて、第
２の測定チャネルにおける後の測定に用いるために現行基準係数として更新基準係数を記
憶するか、または、第２の測定チャネルにおける後の測定に用いるために１つまたは複数
の現行基準係数を維持するステップとを含む基準係数更新処理を繰り返し実施するように
構成される制御装置とを含む。
【０００７】
　第１の全体的な態様の方法および第２の全体的な態様のシステムは、以下の利点の１つ
または複数を有し得る。
【０００８】
　第１に、いくつかの例において光学測定装置の複数または全ての測定チャネルは、継続
的に監視され得る。欠陥のある測定位置を用いることが回避され得るように、エラー状態
は素早く検出され得る。これはいくつかの例において不完全な測定を行うことを防ぎ得る
。付加的または代替的に、欠陥のある測定チャネルは、エラーが生じてから比較的短時間
で識別され得る。いくつかの例において、光学測定装置は、１つまたは複数の測定チャネ
ルにおけるエラーが発見された後、エラーのない測定チャネルを用いて依然として動作さ
れ得る。これは、光学測定装置のダウンタイムを減少させる場合がある。
【０００９】
　第２に、第１および第２の全体的な態様の技術は、光学測定装置において継続的かつ比
較的非侵入的に実行され得る。このように、測定動作に用いることができる時間と、維持
管理に用いられる時間との間の比率は、いくつかの例において改善され得る。また、光学
測定装置は、継続的な監視の結果、いくつかの例においては測定性能に顕著な低下なくよ
り長い間動作され得る。
【００１０】
　第３に、第１および第２の全体的な態様の技術は、いくつかの例において光学測定装置
の検出信号の継続的な補正を提供し得る。たとえば、光学測定装置の異なる構成要素の性
質は、経時劣化または周囲条件の変化により、経時変化（または一時的に変化）し得る。
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第１および第２の全体的な態様の技術は、いくつかの例においてはこれらの変化に対して
補正するために用いられ得る。詳細には、この補正処理は、異なる測定チャネルの異なる
変化が対処され得るように、「測定チャネルの単位ごと」に生じ得る。いくつかの公知の
光学測定装置においては、光学測定装置が最初に現地で組み立てられるか適用されるとき
にのみ、比較的複雑な較正処理が行われる。しかしながら、これらの装置は、その寿命の
間等しく洗練された方法で装置の変化に対して監視および補正するようには構成されない
おそれがある。それゆえ、測定性能が低下したり、再較正によるダウンタイムの延長がこ
れらの装置において必要となったりするおそれがある。
【００１１】
　第４に、第１および第２の全体的な態様の技術は、いくつかの例においては相当に単純
な方法で多様な光学測定装置に適合され得る。たとえば、基準係数は、他の測定チャネル
の基準係数からは独立して、光学測定装置の各測定チャネルに対して生成および更新され
得る。このように、光学測定装置の複数の測定チャネルの間の差異は、いくつかの例にお
いては第１および第２の全体的な態様の技術によって「自動的に」考慮に入れられ得る。
【００１２】
　たとえば、光学ファイバーによって光源および検出器に接続される多数の測定チャネル
を有する光学測定装置において、異なる測定チャネルは（相当に）異なる性質を有し得る
。光学ファイバーがより小さな半径で曲げられる第１の測定チャネルは、光学ファイバー
がそれほど強く曲げられていない第２の測定チャネルよりも少ない量の有用な光を運び、
周囲条件の変化により敏感である可能性がある。このような差異は、第１および第２の全
体的な態様の技術を用いるときに明確に考慮に入れられる必要はないが、いくつかの例に
おいては自動的に検討され得る。
【００１３】
　同様に、光学測定チャネルの多様な配置は、同一の技術を用いることによって監視され
得る。たとえば、第１および第２の全体的な態様の技術は、ファイバーに基づくか、もし
くはフリースペースの光学測定装置、または透過、反射もしくは別の構成で測定する装置
において、実質的な変更なしに用いられ得る。
【００１４】
　本開示の技術に関する概要を提供したのち、以下のセクションにおいて、本開示で特定
の方法で用いられるいくつかの用語を記載する。
【００１５】
　本開示で用いられる「光」という語は、これに限定されないが、可視波長領域での放射
線を含む。いくつかの例において、光は、２００ｎｍを超え１０，０００ｎｍ未満の波長
（たとえば、３５０ｎｍ～１，５００ｎｍの間の波長）を有する放射線を含み得る。
【００１６】
　「測定チャネル」および「測定位置」という語は、本開示においては交換可能に使用さ
れる。測定チャネルまたは測定位置は、生物学的試料が特定の場所に設置され、その生物
学的試料について光学測定が行われ得るように構成される。たとえば、測定チャネルまた
は測定位置は、生物学的試料の試料ホルダ（たとえば、透過測定のためのキュベットまた
は生物学的試料を含む一次管）を取り付けるように構成される取り付け部を含み得る。他
の例において、異なる測定チャネルは、フリースペースの光学システムの異なる光線によ
って画定され得る。この場合、異なる測定チャネルは、顕微鏡スライド上や、たとえばマ
ルチウェルプレートの異なるウェルなど、分析される生物学的試料を担持し得る他の支持
基板上に、所定の領域を含み得る。これらの例から分かるように、「測定チャネル」およ
び「測定位置」という語は、光学測定装置の特定のハードウェア配置に限定されない。
【００１７】
　「生物学的試料用の光学測定装置」という語は、生物学的試料について光学測定を行う
ように構成されるあらゆる手動、半自動または自動の測定装置を含み得る。たとえば、「
生物学的試料用の光学測定装置」は、生物学的試料を分析するための分析器または分析ワ
ークセルを含み得る。
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【００１８】
　本明細書で用いられる「分析器」／「分析ワークセル」／「分析ユニット」という語は
、たとえば、測定値を得るための生物学的試料と試薬との反応後の、生物学的試料の分析
特性を測定し得るあらゆる装置または装置の構成要素を包含する。分析器は、様々な化学
的、生物学的、物理的、光学的または他の技術的処理を介して、試料またはその成分のパ
ラメータ値を判定するように動作可能である。分析器は、前述の試料または少なくとも１
つの分析物のパラメータを測定し、得られた測定値を返すように動作可能であってもよい
。分析器から返される可能性のある分析結果のリストは、制限なしに、試料中の分析物濃
度、試料中の分析物の存在を示す質的（有または無）結果（検出レベルを上回る濃度に対
応）、光学的パラメータ、ＤＮＡまたはＲＮＡ配列、タンパク質または代謝物の質量分析
から得られたデータ、および様々な種類の物理的または化学的パラメータを含む。分析ワ
ークセルは、試料および／または試薬をピペット処理、投与および混合するためのユニッ
トを備えてもよい。分析器は、アッセイを行うために試薬を保持するための試薬保持ユニ
ットを備えてもよい。試薬は、たとえば、個別の試薬または試薬群を含むコンテナまたは
カセットの形態で配置され、保管区画またはコンベヤ内の適切な受容部または位置に置か
れてもよい。これは、消耗品の供給ユニットを備えてもよい。分析器は、そのワークフロ
ーが特定の分析の種類に対して最適化されている処理および検出システムを含んでもよい
。このような分析器の例としては、化学的または生物学的反応の結果を検出するため、ま
たは化学的または生物学的反応の進行を監視するために用いられる、臨床化学分析器、凝
固化学分析器、免疫化学分析器、尿分析器、血液分析器、核酸分析器が挙げられる。
【００１９】
　「生物学的試料」という語は、対象となる分析物を含んでいる可能性のある物質のこと
をいう。生物学的試料は、血液、唾液、接眼レンズ液、脳脊髄液、汗、尿、排泄物、精液
、母乳、腹水、粘液、滑液、腹膜液、羊水、組織、培養細胞などを含む、生理液などの、
あらゆる生物学的供給源から生じ得る。生物学的試料は、血液からの血漿の調製など、使
用前に前処理されてもよい。処理方法は、対象となる分析物を含む試料成分の、遠心分離
、ろ過、蒸留、希釈、濃縮および／または分離、干渉成分の不活性化、および試薬の付加
を伴い得る。生物学的試料は、供給源から得られたまま直接用いられてもよいが、試料の
特性を変更する前処理の後に用いられてもよい。いくつかの実施形態においては、最初は
固体または半固体の生物学的物質が、適切な液体媒体に溶解または懸濁することによって
液体状態にされ得る。いくつかの実施形態においては、試料は特定の抗原または核酸を含
んでいると考えられ得る。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本開示による生物学的試料用の例示的な光学測定装置を示す図である。
【図２】本開示による例示的な基準係数更新処理のフローチャートである。
【図３】本開示による例示的な測定処理のフローチャートである。
【図４】本開示による生物学的試料用の光学測定装置のための例示的な初期化処理を示す
フローチャートである。
【図５】本開示による生物学的試料用の例示的な光学測定装置を含む、インビトロ分析の
ための例示的なシステムを示す図である。
【図６】図５の例示的なシステムの部分上面図である。
【図７】図５の例示的なシステムのいくつかのユニットをより詳細に示す図である。
【図８】図５の光学測定装置をより詳細に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本開示の生物学的試料用の光学測定装置における較正および／またはエラー検出のため
のシステムおよび方法を続けてさらに詳細に記載する。
【００２２】
　最初に、図１に関連して、本開示による例示的な生物学的試料用の光学測定装置を記載
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する。続いて、図２～図４に関連して、本開示による生物学的試料用の光学測定装置にお
ける較正および／またはエラー検出の様々な技術をより詳細に取り扱う。最後に、図５～
８に関連して、インビトロ分析のためのシステムにおける、本開示による生物学的試料用
の光学測定装置の一体化の態様を記載する。
【００２３】
　図１は、生物学的試料用の光学測定装置の概略図を示し、光学測定装置は、第１の測定
チャネル３ａと、第２の測定チャネル３ｂ、・・・３ｎと、第１および第２の測定チャネ
ル３ａ、・・・３ｎから信号を受け取るように構成される検出器７と、光学測定装置の第
２の測定チャネル３ｂ、・・・３ｎにおける生物学的試料の測定の間に、それぞれが光学
測定装置の第１および第２の測定チャネル３ａ、・・・３ｎにおける測定信号の関係を示
す、第２の測定チャネル３ｂ、・・・３ｎに対する１つまたは複数の現行基準係数を取得
するステップと、第１の測定チャネル３ａの検出信号を判定するステップと、第２の測定
チャネル３ｂ、・・・３ｎの検出信号を判定するステップと、第１および第２の検出信号
に基づき第２の測定チャネル３ｂ、・・・３ｎに対する更新基準係数を計算するステップ
と、更新基準係数を１つまたは複数の現行基準係数の少なくとも１つと比較するステップ
と、比較結果に応じて、第２の測定チャネル３ｂ、・・・３ｎにおける後の測定に用いる
ために現行基準係数として更新基準係数を記憶するか、または第２の測定チャネル３ｂ、
・・・３ｎにおける後の測定に用いるために１つまたは複数の現行基準係数を維持するス
テップとを含む基準係数更新処理を繰り返し実施するように構成される制御装置（図１に
は示さず）とを含む。
【００２４】
　図１の例において、各第２の測定チャネル３ｂ、・・・３ｎは、光学測定装置の光源１
から、それぞれの第２の測定チャネル３ｂ、・・・３ｎで分析される生物学的試料の配置
位置６まで、光を導くためのそれぞれの光学ファイバー２を含む。また、検出器７は、複
数の専用の検出器、すなわち各測定チャネル３ａ、・・・３ｎにつき１つの検出器を含む
。さらに、各測定チャネル３ａ、・・・３ｎには、それぞれの測定領域に向かう測定チャ
ネル３ａ、・・・３ｎのそれぞれのファイバー２による光を導くように構成される第１の
光学系４が備えられる。さらに、各光学測定チャネル３ａ、・・・３ｎは、測定チャネル
のそれぞれの測定領域から発する光を収集し、収集された光をそれぞれの検出器７に向け
て導くように構成される第２の光学系５を含む。図１に見られるように、測定チャネル３
ａ、・・・３ｎは透過時に動作する（たとえば、測定チャネル３ａ、・・・３ｎは、それ
ぞれの測定チャネル３ｂ、・・・３ｎの配置位置６にある生物学的試料を光が通過し得る
ように配置および構成される）。
【００２５】
　図１の例示的な光学測定装置において、第１の測定チャネル３ａは、固定される基準測
定チャネル（本開示においては「基準チャネル」ともいう）である。換言すれば、本開示
に記載される基準係数更新処理は、光学測定装置の動作中、第１の測定チャネル３ａを基
準チャネルとして用いる。
【００２６】
　いくつかの例において、第１の測定チャネル３ａは、生物学的試料用の配置位置を含ん
でいなくてもよい。付加的または代替的に、第１の測定チャネル３ａは、生物学的試料に
ついて正確な測定を行うように構成される（第２の）測定チャネル３ｂ、・・・３ｎの配
置位置と同様に構成される基準配置位置を含み得る。たとえば、基準配置位置は、残りの
測定チャネル３ｂ、・・・３ｎにおいて用いられる試料ホルダおよび／または試料容器と
同じ種類の試料ホルダおよび／または試料容器を含み得る。一例において、生物学的試料
は、測定処理の間、キュベット（または他の容器）に含まれる。この場合、基準配置位置
は、分析される生物学的試料を含むキュベット（または他の容器）と同じ種類の基準キュ
ベット（または別の基準容器）を含み得る。
【００２７】
　図１において、光学測定装置の特定の配置が示されており、これは先行するセクション
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において記載されている。一例において、光学測定装置は、透過時に動作する光度計であ
る。
【００２８】
　しかしながら、光学測定装置のこの特定の配置は、単に例示的なものである。本開示の
光学測定装置における較正および／またはエラー検出のための技術を用いることが、図１
に示される光学測定装置において特定の利点を有し得るとしても、本開示の光学測定装置
における較正および／またはエラー検出のための技術はこの配置に限定されない。むしろ
、本開示の光学測定装置における較正および／またはエラー検出のための技術は、図１に
示される光学測定装置と（少なくとも部分的に）異なって構成され得る他の多くの光学測
定装置において同様に用いられ得る。本開示の光学測定装置における較正および／または
エラー検出のための技術が用いられ得る他の測定装置の包括的でない説明は、後続の節に
続く。本開示の光学測定装置のさらなる態様を、図５～図８に関連して記載する。
【００２９】
　一例において、光学測定装置の測定チャネルは、反射時に生物学的試料を測定するよう
に構成され得る。この場合、基準チャネルには、反射測定基準アセンブリが備えられ得る
。この反射測定基準アセンブリは、所定の反射特性（たとえば、白基準またはグレー基準
）を備える要素を含み得る。
【００３０】
　他の例において、測定チャネルは、反射時および透過時の両方で生物学的試料を測定す
るように構成され得る。これらの例において、光学測定装置は、本開示の光学測定装置に
おける較正および／またはエラー検出のための技術において用いられる透過または反射測
定に対する基準測定を提供するために、分離した基準測定チャネルを含み得る。
【００３１】
　付加的または代替的に、光学測定装置は、本開示の光学測定装置における較正および／
またはエラー検出のための技術において用いられる基準測定を行うために、複数の固定さ
れた基準チャネルを含み得る。さらに、図１の例において光学測定装置には固定された基
準測定チャネル（すなわち、第１の基準測定チャネル３ａ）が備えられるが、基準測定チ
ャネルは、他の例においては光学測定装置の動作を通して可変であり得る。たとえば、基
準測定チャネルは、光学測定装置の動作中に動的に選択され得る。一例において、光学測
定装置は、生物学的試料（たとえば、生物学的試料を含む試料ホルダ）が特定の測定チャ
ネルに存在しているかどうかを監視するように構成され得る。この情報に基づき、光学測
定装置は、生物学的試料がない測定チャネルを、特定の測定のための基準測定チャネルと
して動的に選択し得る。後の段階では、異なる測定チャネルが基準測定チャネルとして選
択され得る。
【００３２】
　付加的または代替的に、本開示の光学測定装置は、図１に示される測定チャネル３ａ、
・・・３ｎとは異なるように空間的に配置されている測定チャネルを含み得る。たとえば
、測定チャネルは、線形アレイの替わりに測定チャネルの二次元アレイで配置され得る。
また、光学測定装置には、２つ以上の測定チャネルのアレイのセット（たとえば、生物学
的試料の異なるバッチを分析するために光学測定装置の異なる位置に配置される）が備え
られ得る。
【００３３】
　測定チャネルの数は可変であり得ることが明らかである。一例において、光学測定装置
は２つのみの測定チャネル（たとえば、図１に関して上述した第１および第２の測定チャ
ネル）を含み得る。しかしながら、別の例において、光学測定装置の測定チャネルの数は
、２つより多くてもよい（たとえば、６以上、１１以上または５１以上）。本開示に記載
される較正および／またはエラー検出のための技術は、任意の数の測定チャネルに適用さ
れ得る。
【００３４】
　図１に関して、単一の光源１は、複数のファイバー２に光を供給する。しかしながら、
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他の例において光学測定装置は、複数の光源（たとえば、測定チャネルごとの１つまたは
複数の専用の光源）を含み得る。用いられる光源の種類は、生物学的試料について行われ
る分析処理の特定の要件に依存する。たとえば、光源は、１つまたは複数のＬＥＤまたは
半導体レーザー、１つまたは複数のハロゲンランプまたは他の放電ランプを含み得る。本
開示に記載される較正および／またはエラー検出のための技術は、特定の光学測定装置の
光源の構成にかかわらず用いられ得る。他の光学測定装置においても用いられ得る例示的
な光源は、以下に図５～図８に関連して記載する。
【００３５】
　付加的または代替的に、光学測定装置の光源は、単一の波長域の光または２つ以上の異
なる波長域の光を生成するように構成され得る。このように、測定処理は、単色測定（た
とえば、単一の波長域の光を用いる透過測定）またはスペクトル的に分解された測定（た
とえば、２つ以上の波長域の光を用いる分離した透過測定）を含み得る。スペクトル的に
分解された測定が行われる場合、本開示の較正および／またはエラー検出技術は、各スペ
クトル域に対して専用の基準係数を処理し得る。この処理のさらなる詳細は、図２～図４
に関して後述する。
【００３６】
　本開示の較正および／またはエラー検出技術は、光学測定装置の光源の特定の構成から
は実質的に独立していることを上で説明した。光学測定装置の検出器についても同様であ
る。図１は、各チャネルに対して個別で専用の検出器エレメントを有する検出器７を示し
ているが、検出器は、他の例においては異なって構成され得る。たとえば、全ての測定チ
ャネルまたは測定チャネルのセットは、（時間多重方式で、またはマルチピクセル検出器
の異なる領域を異なる測定チャネルに割り当てることによって）単一の検出器を用い得る
。
【００３７】
　一例において、光学測定装置は、複数の測定チャネルにおいてスペクトル的に分解され
た測定を実施するように構成される分光計（たとえば、透過分光計）を含む場合もある。
【００３８】
　さらに、測定チャネルは、測定チャネルに存在する生物学的試料に向かって光を導き、
測定チャネルに存在する生物学的試料から反射した光および／または生物学的試料を透過
した光を収集するために、任意の適切な光学系を含み得る。たとえば、光学測定装置は、
２つ以上の測定チャネル用に２つ以上の顕微鏡対物を有する顕微鏡配置を含み得る。他の
例において、光学測定装置は、生物学的試料に向けて光を導くか、生物学的試料から光を
収集するか、またはその両方のための任意の光学系を有さずに配置され得る。
【００３９】
　付加的に、図１、図５、図６および図８の例は光学ファイバーを用いる光学測定装置を
示すが、本開示の較正および／またはエラー検出技術は異なる配置においても用いられ得
る。一例において、光学測定装置は、生物学的試料が少なくとも部分的にフリースペース
の光学系（たとえば、複数のフリースペースの測定チャネルを有する透過分光計）によっ
て配置され得る測定領域に向けて、および測定領域から光を導き得る。
【００４０】
　生物学的試料を測定チャネルに配置するために、光学測定装置にはさまざまな試料ホル
ダが備えられ得ることを上述した。たとえば、生物学的試料は、キュベット（または他の
容器）に含まれ得る。この場合、各測定チャネルは、キュベットホルダ（または別の容器
用のホルダ）を含み得る。他の例において、生物学的試料は、顕微鏡スライドまたは別の
支持基板によって担持され得る。この場合、光学測定装置（たとえば、各測定チャネル）
は、顕微鏡スライドまたは他の支持構造用のホルダを含み得る。さらに他の例において、
生物学的試料の容器または他の担体は、複数の生物学的試料を含む群（たとえば、生物学
的試料を含む複数の容器を含むラック）に組み込まれ得る。この場合、光学測定装置は、
複数の生物学的試料を保持し、これらをそれぞれの複数の測定チャネルに配置するように
構成されるホルダ（たとえば、ラックホルダ）を含み得る。
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【００４１】
　先行するセクションにおいて、本開示による較正および／またはエラー検出のためのシ
ステムの異なる態様を詳細に記載した。以下のセクションにおいては、本開示による較正
および／またはエラー検出のための方法の態様を図２～図４に関連して記載する。
【００４２】
　図２は、少なくとも第１および第２の測定チャネルを有する生物学的試料用の光学測定
装置における較正および／またはエラー検出のための方法のフロー図を含む。光学測定装
置の第２の測定チャネルにおける生物学的試料の測定の間に、方法は、それぞれが光学測
定装置の第１および第２の測定チャネルにおける測定信号の関係を示す、第２の測定チャ
ネルに対する１つまたは複数の現行基準係数を取得するステップと、第１の測定チャネル
の検出信号を判定するステップ４０１と、第２の測定チャネルの検出信号を判定するステ
ップ４０１と、第１および第２の検出信号に基づき第２の測定チャネルに対する更新基準
係数を計算するステップ４０２と、更新基準係数を１つまたは複数の現行基準係数の少な
くとも１つと比較するステップ４０３と、比較結果に応じて、第２の測定チャネルにおけ
る後の測定に用いるために現行基準係数として更新基準係数を記憶する（４０６）か、ま
たは第２の測定チャネルにおける後の測定に用いるために１つまたは複数の現行基準係数
を維持する（４０４）ステップとを含む基準係数更新処理を繰り返し実施することを含む
。
【００４３】
　上に設定したように、本開示の技術は、光学測定装置における較正および／またはエラ
ー検出のために基準係数を用いる。（たとえば、図２の動作４０１および４０２で更新基
準係数を求めるために）これらの基準係数およびこれらの基準係数の求め方を後続の節で
記載する。
【００４４】
　一例において、基準係数は、光学測定装置の第１の測定チャネルおよび光学測定装置の
第２の測定チャネルの、測定された検出信号の比率を示す。たとえば、測定された検出信
号は、それぞれの測定チャネルに対して光学測定装置の検出器で測定された強度を示し得
る。概して、検出信号が比率の分母に用いられる測定チャネルは、基準測定チャネル（上
述のように、複数の基準測定チャネルの１つであってもよいし、固定された基準チャネル
でなくてもよい）である。
【００４５】
　たとえば、いくつかの例において、ｉ番目のチャネルに対する基準係数ＲＦは、以下の
形で表され得る。
ＲＦi＝ＩＮi／ＩＮREF

式中、ＩＮiはｉ番目のチャネルにおける検出信号（たとえば、信号強度）であり、ＩＮR

EFは基準測定チャネルにおける検出信号（たとえば、信号強度）である。
【００４６】
　他の例において、ｉ番目の測定チャネルにおける検出信号（たとえば、信号強度）およ
び基準測定チャネルにおける検出信号（たとえば、信号強度）は、それぞれの基準係数を
求めるために処理される前に、１つまたは複数の補正動作によって補正され得る。
【００４７】
　たとえば、基準測定チャネルにおける検出信号（たとえば、信号強度）、ｉ番目の測定
チャネルにおける検出信号（たとえば、信号強度）は、それぞれの測定チャネルにおける
補正測定（たとえば、それぞれの測定チャネルにおける暗測定）によって補正され得る。
この場合、ｉ番目の測定チャネルに対する基準係数ＲＦは、以下の形で表され得る。
ＲＦi＝（ＩＮi－ＩＮDARK,i）／（ＩＮREF－ＩＮDARK,REF）
式中、ＩＮDARK,iはｉ番目の測定チャネルにおける暗信号であり、ＩＮDARK,REFは基準測
定チャネルにおける暗信号である。他の例において、ｉ番目の測定チャネルおよび基準測
定チャネルにおける検出信号は、暗測定信号以外の、他の測定または算出された信号値に
よって補正され得る。
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【００４８】
　光学測定装置がスペクトル的に分解された測定を可能にするさらに他の例においては、
スペクトル的に分解された測定装置の各波長域に対して、異なる基準係数が求められ得る
。たとえば、光学測定装置によって用いられるｎ個（ｎは２以上の整数）の波長域のセッ
トは、λ1、・・・λnによって示され得る。ｉ番目の測定チャネルおよびｎ番目の波長域
に対する基準係数ＲＦi,λnは、以下のように求められ得る。
ＲＦi,λn＝ＩＮi,λn／ＩＮREF,λn

式中、ＩＮi,λnは、ｎ番目の波長域でのｉ番目の測定チャネルにおける検出信号（たと
えば、信号強度）を表し、ＩＮREF,λnは、ｎ番目の波長域での基準測定チャネルにおけ
る検出信号（たとえば、信号強度）を表す。いくつかの例においては、スペクトル的に分
解された測定の場合でも、ｉ番目の測定チャネルおよび基準測定チャネルの検出信号は、
上に説明したように補正され得る。補正項は波長依存（たとえば、各波長域に対して別の
補正項）であってもよいし、１つの補正項が２つ以上（または全て）の波長域に用いられ
てもよい。
【００４９】
　いくつかの例においては、固定された基準測定チャネルが存在せず、または、第１の測
定チャネルを第２の測定チャネルと比較する基準係数が用いられ得る。これらの例におい
て、第１の測定チャネル（ｉ番目のチャネル）を第２の測定チャネル（ｊ番目のチャネル
）の基準とする基準係数は、上述のように計算され得る。たとえば、このような、第１お
よび第２の基準チャネルのペアに対する基準係数は、以下のように計算され得る。
ＲＦi/j＝ＩＮi／ＩＮj

【００５０】
　異なる測定チャネルに対する検出信号に基づき基準係数を計算するための異なる技術は
、上述した。次に、検出信号の検出処理を簡単に記載する。
【００５１】
　一般に、（たとえば、信号強度を検出するための）実際の検出処理は、較正および／ま
たはエラー検出に関しては重要ではない。しかしながら、いくつかの例において、光学測
定装置の光源、光学測定装置の検出器またはその両方のパラメータは、検出信号を取り込
むために一定に維持される。たとえば、異なる基準係数に関する測定を行うときには、検
出器の積分時間は一定に維持され得る。さらに、検出信号の取得は、単一の測定処理を伴
わなければならないわけではない。一例においては、（たとえば、素早く連続で行われる
）２つ以上の測定が、（たとえば、２つ以上の測定を加えるか平均を形成することによっ
て）基準係数を計算するための検出信号として用いられ得る。
【００５２】
　本開示における基準係数の概念を紹介した後、光学測定装置における較正および／また
はエラー検出のためのこれらの基準係数の実際の使用を、図２に関して続いて記載する。
【００５３】
　動作４０１、４０２の第１のセットにおいて、１つまたは複数の更新基準係数が求めら
れる。これは、基準係数を計算するための上述の技術を伴い得る。「更新された」という
語は、この処理が、たとえば、光学測定装置の生物学的試料に関する２つの実際の測定の
間に、そのときに取得される検出信号に基づき行われることを示す。いくつかの例におい
て、処理は、光学測定装置による生物学的試料に関する測定の間に連続して繰り返される
か、光学測定装置の動作中に連続して繰り返される。他の例において、基準係数更新処理
は、測定が近い将来には行われないであろうことを示す所定の中断トリガ信号の検出後に
中断される。さらに他の例において、連続的な基準係数更新処理は、測定が近い将来に行
われるであろうことを示す所定の開始トリガ信号の検出後に開始される。
【００５４】
　更新基準係数のセットが求められた後、ステップ４０３で、光学測定装置は、現行およ
び更新基準係数間の差が範囲外にあるかどうかを判定し得る。これは、後述する動作の１
つまたは複数を伴い得る。
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【００５５】
　一例において、光学測定装置は、更新基準係数を１つまたは複数の現行基準係数と比較
し得る。１つまたは複数の現行基準係数は、実際の生物学的試料についての測定処理での
使用のために、本開示の光学測定装置によってストックに維持される。
【００５６】
　一例において、ステップ４０３は、特定の測定チャネルに対して、更新基準係数を１つ
の現行基準係数と比較することを含む（からなる）。この場合、更新基準係数が、現行基
準係数から最大でも所定の値だけ逸脱する場合、処理は、特定の測定チャネル（たとえば
、上で紹介された第２の測定チャネル）における後の測定に用いるための新たな現行基準
係数として更新基準係数を記憶することを含むステップ４０６へと進み得る。
【００５７】
　一方で、更新基準係数が、現行基準係数から所定の値よりも大きく逸脱する場合、処理
はステップ４０４に進み、特定の測定チャネル（たとえば、上で紹介された第２の測定チ
ャネル）における後の測定に用いるために現行基準係数を維持し得る。生物学的試料につ
いての測定において基準係数を用いる技術に関する詳細は、図３に関して記載する。
【００５８】
　所定の値は、光学測定装置の全ての測定チャネルに対して固定値であってもよく、光学
測定装置の各測定チャネルに対して固定値であってもよく、光学測定装置の全てまたは各
測定チャネルに対して動的値であってもよい。たとえば、動的値は、光学測定装置の動作
パラメータ、光学測定装置の環境条件、またはその両方に応じて動的に適合され得る。他
の例においては、基準係数の予測される変化を推定するための後述する技術と同様の技術
が、所定の値を動的に適合させるために用いられ得る。
【００５９】
　上述のステップを続けて例示する。例示的な光学測定装置は、固定された基準測定チャ
ネルと、生物学的試料について実際の測定を実施するための５つの測定チャネルとを含む
。生物学的試料についての２つの測定の間の特定の時点で、５つの測定チャネルに対する
現行基準係数は、ＲＦ1＝１．０５、ＲＦ2＝１．０７、ＲＦ3＝０．９９、ＲＦ4＝０．９
５、ＲＦ5＝１．０１である。更新基準係数のセットは、そのときにはＲＦ1＝１．０３、
ＲＦ2＝１．０５、ＲＦ3＝０．５９、ＲＦ4＝０．９６、ＲＦ5＝０．９９であると定めら
れる。各測定チャネルに対する現行基準係数および更新基準係数の比較は、Δ1＝－０．
０２、Δ2＝－０．０２、Δ3＝－０．４、Δ4＝０．０１、Δ5＝－０．０２（「Δn」は
、ｎ番目の測定チャネルに対する現行基準係数と更新基準係数との間の差である）を生じ
る。この例において、比較ステップに対する所定の値は０．０５に固定され得る。ゆえに
、基準係数の変化（の絶対値）は、第３の測定チャネル以外の全ての測定チャネルに関し
て所定の値を下回っている。これは、生物学的試料が第３の測定チャネル内に投入された
こと、または第３の測定チャネルに影響を与えるエラーが生じたことを意味する可能性が
ある（解釈のさらなる詳細は以下に記載する）。いずれの場合も、光学測定装置のプロセ
ッサは、現行基準係数と比較して変化が所定の値よりも小さい更新基準係数を、それぞれ
の測定チャネル（すなわち、第１、第２、第４および第５の測定チャネル）に対する新た
な現行基準係数として記憶する。一方で、第３の測定チャネルの更新基準係数は廃棄され
る。
【００６０】
　上述の更新基準係数の決定処理は、２つの測定の間に複数回、すなわち、所定の測定チ
ャネルに生物学的試料が存在しない限り（換言すれば、測定チャネルが「空」である限り
）繰り返され得る。たとえば、更新基準係数の決定処理は、周期的に（たとえば、１分未
満または１秒未満の期間で）行われ得る。一例において、更新基準係数の決定処理の期間
は、それぞれの測定チャネルにおける生物学的試料の測定時間と等しくなるように選択さ
れてもよいし、この期間は、それぞれの測定チャネルにおける生物学的試料の測定時間よ
りも１．１～５倍長くてもよい。
【００６１】
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　付加的または代替的に、基準係数の更新処理は、光学測定装置の２つ以上の測定チャネ
ル（たとえば、全ての測定チャネル）に対して同時に起きてもよい。他の例においては、
所定の時点で、全ての測定チャネルの１つまたはサブセットのみの基準係数が、上述の処
理を用いることによって更新され得る。
【００６２】
　図２の例に戻ると、特定の基準係数更新動作において、現行基準係数のタイムスタンプ
は、ステップ４０５および４０７において更新され得る。基準係数に対するタイムスタン
プの概念および使用は、続けてさらに詳細に記載する。
【００６３】
　本開示のいくつかの例において、それぞれの現行基準係数は、いつ特定の基準係数が決
定されたかを示すタイムスタンプに関連付けられる。これらのタイムスタンプは、以下に
さらに詳細に記載するように、実際の測定処理に用いられてもよいし、エラー検出のため
に用いられてもよい。
【００６４】
　一例において、タイムスタンプは、特定の基準係数が決定されてからの期間を示す情報
（これは「相対的タイムスタンプ」ともいう）を含み得る。たとえば、タイムスタンプは
、特定の基準係数が決定されてから過ぎた秒数または秒の分数を示し得る。
【００６５】
　他の例において、タイムスタンプは、特定の基準係数が決定された時点を示す情報（こ
れは「絶対的タイムスタンプ」ともいう）を含み得る。たとえば、タイムスタンプは、特
定の基準係数が決定されたときの日付および時間の１つまたは複数を示し得る。時間は、
特定の日の時間、特定の時間の分、特定の分の秒および特定の秒の分数の１つまたは複数
を含み得る。
【００６６】
　タイムスタンプが期間、または日付および／もしくは時間を示すかどうかにかかわらず
、タイミング情報のフォーマット、ひいてはその精度は、自由に選択され得る。いくつか
の例においては、基準係数が求められた日付または１時間単位の時間を提供することが充
分である場合もある。したがって、タイムスタンプに含まれる期間は、全時間単位または
全分単位で測定され得る。他の例において、タイムスタンプによって示される継続時間ま
たは時点は、１秒以下の範囲まで正確であってもよい。
【００６７】
　図２の例は、基準係数が求められてからの期間を示すタイムスタンプ（すなわち、相対
的タイムスタンプ）を用いる。それゆえ、タイムスタンプは定期的に更新される。たとえ
ば、ステップ４０５において現行基準係数のタイムスタンプは、更新基準係数が廃棄され
た測定チャネルに対して更新される。
【００６８】
　現行基準係数となる更新基準係数（ステップ４０６）に対して、基準係数の決定からの
期間を示す新たなタイムスタンプが生成される。換言すれば、それぞれの測定チャネルの
基準係数のタイムスタンプは、リセットされる（ステップ４０７）。基準係数が時点を示
す（「絶対的基準係数」）他の例において、現行基準係数のタイムスタンプを更新する（
ステップ４０５）必要はない場合がある。
【００６９】
　すでに上述のように、更新基準係数を求め、更新基準係数を廃棄するか現行基準係数と
して維持し、タイムスタンプを更新または生成する処理は、光学測定装置が動作する限り
、繰り返し生じてもよいし継続的に生じてもよい。たとえば、光学測定装置は、図２の処
理を通した直前のランが完了するとすぐに（または所定の時間の後に）、図２のステップ
４０１から再び開始してもよい。このように、基準係数は、光学測定装置における変化を
考慮に入れるために、常に「リフレッシュ」され得る。また、光学測定装置のエラーおよ
び突然の変化は、不当な遅延なしに診断され得る。
【００７０】
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　いくつかの例において、図２の処理は、生物学的試料について特定の測定チャネルで実
際の測定が行われるときにも（２つの測定の間だけではなく）実行される。明らかに、そ
れぞれの測定チャネルに生物学的試料が存在するときに決定された更新基準係数は、（基
準係数の変化は、更新基準係数を現行基準係数として用いることによって主な要因となり
得る光学測定装置のドリフトによるものではないので）廃棄されるべきである。いくつか
の例において、これは、存在する試料が所定の値よりも大きい基準係数の変化を引き起こ
すように、現行基準係数の更新基準係数との比較ステップにおいて用いられる所定の値を
選択することによって提供され得る。これは、生物学的試料が測定チャネルに存在する（
すなわち、測定が行われる）限り、更新基準係数の廃棄をもたらし得る。これは、たとえ
ば、図２の例において、処理は常に「はい」の方へと進み、現行基準係数のタイムスタン
プを更新するのみであることを意味する。測定が行われるか否かにかかわらず更新基準係
数の決定処理を繰り返すことは、いくつかの例においては、処理が、生物学的試料が特定
の測定チャネルに実際に存在しているかどうかに関して「わからない（blind）」ままで
あっても、較正および／またはエラー検出を単純化できる。処理は、（基準係数における
突然の変化を通して）測定が行われるときを本質的に検出し、この期間に決定された更新
基準係数を廃棄する。生物学的試料が測定チャネルから取り除かれるとすぐに、更新基準
係数は再びそれぞれの現行基準係数に近づき得る。
【００７１】
　先行する例のいくつかの可能性のある変更例を続けて記載する。
【００７２】
　一例において、判定ステップ４０３は、更新基準係数の決定（ステップ４０２）の後、
所定の遅延を伴って生じ得る。たとえば、遅延は、決定された更新基準係数をバッファー
メモリ（たとえば、環状バッファーまたは別の先入れ後出し（first in last out）メモ
リ）に挿入し、更新基準係数をバッファーに所定の遅延期間のあいだ放置することによっ
て導入され得る。いくつかの例において、光学測定装置はその間に、決定された基準係数
がバッファーメモリからさらなる処理のために取り出される前に、さらなる更新基準係数
を決定し得る。
【００７３】
　一例において、遅延は、生物学的試料を含むキュベットまたは他の容器の挿入または取
り外しの間に決定された更新基準係数を用いることが回避されるように選択され得る。換
言すれば、挿入または取り外し処理に起因する検出信号の変化を数値化する誤った基準係
数を用いることが回避され得る。一例において、遅延期間は、キュベットまたは他の容器
を測定チャネル内に挿入するか、キュベットまたは他の容器を測定チャネルから取り外す
ために、本開示の光学測定装置を含む特定の分析器に必要な時間よりも（たとえば、１．
１倍以上または５倍以上）長く選択され得る。
【００７４】
　別の例において、光学測定装置は、測定チャネルの検出信号を連続的に測定して、更新
基準係数を決定し（たとえば、図２のステップ４０１および４０２）、結果として生じる
更新基準係数をバッファーメモリに記憶する。また、光学測定装置は、最も古い基準係数
をバッファーメモリから連続的に取り出し、判定ステップ４０３を実行する。最も古い更
新基準係数がそれぞれの測定チャネルの現行基準係数から所定の値未満で逸脱する場合、
更新基準係数は、後続の測定動作において現行基準係数として用いられる。
【００７５】
　いくつかの例において、光学測定装置は、各測定チャネルに対して２つ以上の現行基準
係数（たとえば、２つ、３つまたは４つ以上の基準係数）を維持する。たとえば、光学測
定装置は、複数の最新の現行基準係数（たとえば、２つ、３つまたは４つ以上の現行基準
係数）を維持し得る。また、光学測定装置は、いくつかの例において各測定チャネルに対
して１つまたは複数の初期の基準係数を維持し得る。これらの例において、更新処理は、
決定された更新基準係数を現行基準係数のセットの最も新しいものと比較し、（上に説明
したように）比較結果に応じて、決定された更新基準係数を廃棄または維持することを含
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み得る。決定された更新基準係数が廃棄される場合、複数の現行基準係数が維持される（
必要であれば、そのタイムスタンプが更新される）。一方で、決定された更新基準係数が
維持される場合、複数の現行基準係数のセットの最も古い現行基準係数が廃棄され、決定
された更新基準係数が保管される（ステップ４０６を参照）。これらの例において、最も
古い現行基準係数は、生物学的試料についての測定処理において用いられ得る（図２のス
テップ４０８）。いくつかの例において、現行基準係数はバッファーメモリ（たとえば、
環状バッファーまたは別の先入れ後出しメモリ）において整理され得る。
【００７６】
　複数の現行基準係数が維持されるさらに他の例において、判定ステップ４０３は、決定
された更新基準係数と２つ以上の現行基準係数（または複数の現行基準係数の平均値）と
の比較を含む場合がある。付加的または代替的に、決定された更新基準係数は、１つまた
は複数の初期の基準係数と比較されてもよい（決定された更新基準係数が１つまたは複数
の初期の基準係数から所定の値よりも大きく逸脱する場合には廃棄される）。これは、光
学測定装置における緩やかなドリフトを識別するのに有用であり得る。
【００７７】
　図２の例において、更新基準係数は、更新基準係数と現行基準係数との比較（ステップ
４０３）結果に応じて、維持または廃棄される。しかしながら、付加的または代替的に、
いくつかの状況においては、更新基準係数と現行基準係数との比較に応答してエラーメッ
セージが生成され得る。たとえば、現行基準係数からの更新基準係数の逸脱は、（たとえ
ば、基準係数が大きく増加する場合）装置内のエラーを示す場合がある。エラーメッセー
ジは、光学測定装置によって様々な方法で用いられ得る。たとえば、エラーメッセージが
生成された測定チャネルは、光学測定装置によってフラグ付けされ得る。付加的または代
替的に、光学測定装置は、エラーメッセージが生成された測定チャネルにおけるさらなる
測定を防ぎ得る。
【００７８】
　判定ステップ４０３の付加的な任意のステップは、基準係数の変化を推測することと、
比較された更新基準係数が推測された変化にしたがって変化しない場合に更新基準係数を
廃棄することとを含み得る。たとえば、予測される変化は、１つまたは複数の環境または
装置に関する要因に基づき決定され得る。たとえば、光学測定装置は、基準測定チャネル
、生物学的試料を受け取る測定チャネル、またはその両方の検出信号が、基準係数の値に
影響するように変化すると予測されることを決定し得る。
【００７９】
　たとえば、基準チャネルの検出器での周囲光レベルが増加し、特定の測定チャネルでの
周囲光レベルは変化しないままであること（またはその逆）が検出され得る。これは、基
準係数における突然の変化をもたらし得る（たとえば、測定チャネルおよび基準チャネル
の検出信号の比率として定められる）。他の例において、基準チャネルまたは測定チャネ
ルのいずれかにおける変更（たとえば、チャネルの１つの光路におけるグレーフィルタの
挿入または取り外し、または基準チャネルにおけるキュベットなどの空の基準容器の挿入
または取り外し）は、基準係数における予測される変化をもたらし得る。ここでも、基準
値の大きさは、このような変更に応じて変わる場合がある。
【００８０】
　予測される変化または付加的なセンサにより検出される変化の場合、光学測定装置は、
基準係数更新処理における変化を考慮に入れ得る。一例において、現行および更新基準係
数の比較ステップは、基準係数における予測される変化を考慮に入れるように変更され（
たとえば、基準チャネルの検出信号が基準キュベットの取り外しにより２０％増加すると
予測される場合）、現行基準係数は、上述のような更新および現行基準係数の継続した比
較を可能にするために、それに応じて増加され得る。代替的な例において、光学測定装置
は、基準係数が予測通りに変更しているかどうかを確認するために付加的または代替的な
比較ステップを実行し得る。
【００８１】
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　先行する節では、更新基準係数が現行基準係数から所定の値よりも大きく逸脱する場合
に更新基準係数を廃棄するか、および／または、この逸脱が検出された特定の測定チャネ
ルに対してエラーメッセージを生成することを含むいくつかの技術が提示された。このよ
うに、測定処理において誤った基準係数が用いられることは回避され得る。基準係数にお
ける過度に大きな変化は、上述のように、測定路内への試料の挿入または測定装置のエラ
ーによって引き起こされ得る。基準チャネルにおける過度に大きな変化をもたらし得る（
および、本明細書に記載の技術を用いる光学測定装置によって検出され得る）特定のエラ
ーは、特定の測定チャネルに用いられる光学ファイバーの割れまたは破損、特定の測定チ
ャネルに蓄積した所定量の塵または埃、特定の測定チャネルに挿入される試料容器の割れ
または破損、測定チャネルにおける標遊流体の存在、特定の測定チャネルもしくは測定チ
ャネルの群用の光源または検出器の劣化、特定の測定チャネルもしくは測定チャネルの群
用の光源または検出器における欠陥、光学測定装置の電子的欠陥、または光学測定装置の
（１つまたは複数の）検出器の検出信号の処理におけるエラーを含む。いくつかの例にお
いて、本開示の技術は、単一の処理（たとえば、図２に示す）を用いることによってこれ
ら全てのエラー状態を検出し得る。一方で、光学測定装置の臨界的でない変化は、同様の
技術を用いることによって（準連続の）較正処理で用いられ得る。
【００８２】
　先行するセクションにおいて、本開示の基準係数更新技術の詳細を、図２に関連して記
載した。以下では、図３に関連して、実際の測定処理において基準係数（および基準係数
のタイムスタンプ）がどのように用いられ得るかを説明する。
【００８３】
　測定処理は、測定命令の受け取りにより開始する（ステップ３０１）。続いて、光学測
定装置は、測定命令が受け取られた測定チャネルの現行基準係数が、所定の閾値よりも古
いかどうかをステップ３０２で確認し得る。
【００８４】
　タイムスタンプがそれぞれの基準係数の決定からの期間を示す場合、現行基準係数の経
過時間を確認することは、タイムスタンプを所定の閾値と直接的に比較することを含む場
合がある。タイムスタンプが時点（たとえば、現行基準係数が決定された時間または日付
）を示す場合、現行基準係数の経過時間は、タイムスタンプと現在のシステム時刻とを比
較することによって決定され得る。
【００８５】
　経過時間の確認の結果に応じて、特定の基準チャネルは、現行基準係数が古すぎる場合
には不確実なものとしてフラグ付けされ得るか（ステップ３０３）、または想定される測
定チャネルで測定が実施され得る（ステップ３０４）。
【００８６】
　いくつかの例において、所定の閾値は、光学測定装置のそれぞれの測定チャネルにおけ
る生物学的試料の測定時間よりも（たとえば、１．１倍以上、２倍以上または５倍以上）
長いように選択され得る。
【００８７】
　基準係数の経過時間が、特定の測定チャネルに欠陥があるかもしれないことを判断する
ために用いられ得るということは、上述の図２に関連して記載された基準係数更新処理に
関連して理解され得る。上述のように、更新基準係数は、現行基準係数に対する逸脱が過
度に大きいとすぐに廃棄され得る。特定の測定チャネルに持続性のエラーがある場合、更
新基準係数は、現行基準係数に対して大きな逸脱を継続して示すので、廃棄される。同時
に、現行基準係数は古くなり、最終的には所定の閾値の経過時間に達する。一方で、ある
時点で更新基準係数が現行基準係数に充分に近い値に戻る場合、現行基準係数は、更新基
準係数によって交換され得る（それゆえ、図３のステップ３０２の経過時間の検査を通過
するのに充分に「新鮮」である）。
【００８８】
　欠陥のある測定チャネルにおける測定を回避するための、タイムスタンプの使用を先行
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するセクションにおいて記載した後、実際の測定処理における基準係数の使用を以下のセ
クションにおいて記載する。
【００８９】
　生物学的試料が測定チャネル内に導入されると、光学測定装置は、生物学的試料につい
て１つまたは複数の測定を実施し得る。測定チャネルの現行基準係数および基準チャネル
（または複数の基準チャネルの１つ）の検出信号は、検出信号を補正するために用いられ
得る。
【００９０】
　一例において、測定チャネルの検出信号は、現行基準係数によって重み付けされ得る（
たとえば、現行基準係数を乗ずる）。このようにして、光学測定装置の異なる測定チャネ
ル間での不均一性は等しくされ得る。
【００９１】
　たとえば、ｉ番目の測定チャネルの現行基準係数ＲＦiは、特定の測定チャネルにおい
て測定が実施されるときには１．１であり得る。その後、ｉ番目の測定チャネルにおける
補正検出信号（たとえば、強度またはカウント数）ＩＮi,CORRは、以下のように計算され
得る。
ＩＮi,CORR＝ＲＦi

*ＩＮi,det

式中、ＩＮi,detは、それぞれの測定チャネルの測定された検出信号である。上記の例に
おいて、ｉ番目の測定チャネルにおける補正検出信号（たとえば、強度またはカウント数
）は、測定された検出信号よりも１０％高い。他の測定チャネルについては、補正検出信
号は、測定された検出信号よりも、たとえば５％低い場合がある。ゆえに、基準係数の使
用は、光学測定装置の異なる測定チャネルの不均一性を等しくし、異なる検出信号をより
比較可能にし得る。
【００９２】
　測定チャネルの検出信号は、測定チャネルの現行基準係数を用いて付加的な方法でも補
正され得る。一例において、生物学的試料を含む測定チャネルの検出信号と同時に測定さ
れる基準測定チャネルの検出信号は、検出信号を補正するために用いられ得る。このよう
に、（たとえば、一連の測定が単一の生物学的試料について行われる状況における）測定
処理中のドリフトは補正され得る。一例において、ｉ番目の測定チャネルの補正検出信号
Ｄi,CORRは、以下のように求められ得る。
Ｄi,CORR＝ＲＦi

*ＩＮi,det／ＩＮREF,det

式中、ＩＮREF,detは測定時の基準チャネルの検出信号である。付加的または代替的に、
検出信号は、基準係数の決定処理に関連して上述したそれぞれの測定チャネルまたは基準
チャネルにおける補正測定（たとえば、それぞれの測定チャネルにおける暗測定）によっ
て補正され得る。たとえば、暗測定は、測定チャネルおよび基準チャネルの検出信号から
差し引かれ得る。
【００９３】
　例示的な基準係数更新技術および光学測定装置の測定において基準係数を用いる技術を
図２および図３に関連して記載した後、初期化技術の態様を図４に関連して詳述する。
【００９４】
　初期化ステップの間、測定チャネルに存在する生物学的試料はない（すなわち、測定チ
ャネルは空である）。
【００９５】
　第１のステップ２０１で、光学測定装置は基本的な初期化を実施し得る。これは、光学
測定装置が適切に機能していることかどうかを確認するために、所定数の自己診断検査を
伴い得る。付加的または代替的に、光学測定装置は、後続の測定のための動作点（たとえ
ば、光源パラメータ、検出器パラメータおよび測定時間）を設定し得る。一例において、
フラットフィールド補正処理は、光学測定装置の全ての検出器または検出器画素に対して
実施される。
【００９６】
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　後続のステップ２０２において、光学測定装置は、装置の各測定チャネルの検出信号を
測定する。測定された強度はその後、初期基準係数のセットを計算するためにステップ２
０３において用いられる。この初期基準係数の計算ステップには、基準係数更新処理につ
いて図２に関連して提示したものと同様の技術が用いられ得る。
【００９７】
　初期基準係数が決定されると、光学測定装置は、初期基準係数の中央値および基準値を
計算する（ステップ２０４）。他の例においては、中央値以外の別の平均値（たとえば、
算術平均）が計算され得る。図４の例において、基準値は「１」に設定される。基準値は
、基準チャネルを表す。他の全ての測定チャネルの基準係数は基準チャネルの検出信号を
参照するので、基準値「１」は、基準チャネルの予測される検出信号が他の測定チャネル
の予測される信号と等しいことを示す。
【００９８】
　後続のステップ２０５において、光学測定装置は、基準値および中央値の逸脱が範囲外
にある（たとえば、基準値が、基準係数の中央値から所定の値よりも大きく逸脱している
）かどうかを確認する。この場合、光学測定装置は、エラー状態に入り得る（ステップ２
０８）。
【００９９】
　また、光学測定装置は、各測定チャネルの基準係数および中央値の逸脱が範囲外にある
かどうかを確認する。この場合、それぞれの測定チャネルは使用不可なものとしてフラグ
付けされる（ステップ２０６）。
【０１００】
　初期化処理が完了した後、光学測定装置は測定モードに入り得る（ステップ２０７）。
【０１０１】
　他の例において、光学測定装置は、異なる初期化処理を用い得る。代替的な初期化技術
は、光学測定装置の全ての測定チャネルの基準係数についての平均値を計算すること、お
よび、各測定チャネルに対して、それぞれの測定チャネルの基準係数および平均基準係数
の逸脱を決定することを伴い得る。測定チャネルの基準係数および平均基準係数からの逸
脱が所定の限度を超える場合、それぞれの測定チャネルに対してエラーインジケータを生
成する。
【０１０２】
　先行する節において、生物学的試料用の光学測定装置における較正および／またはエラ
ー検出技術の異なる態様が、図１～図４に関連して記載されている。すでに記載したよう
に、本開示の光学測定装置は、生物学的試料用の異なる分析器または分析器ユニットに一
体化され得る。本開示による一体化された光学測定装置を含むインビトロ分析用の例示的
なシステムは、図５～図８に示され、続けてより詳細に記載される。
【０１０３】
　図５～図８は、概して参照番号１００で言及されるインビトロ分析用のシステムの図を
示す。
【０１０４】
　図５は、インビトロの診断分析用のシステム１００、詳細には凝固分析器の例を示す。
システム１００は、異なる凝固検査を実施するために試薬を保持するための試薬保持ユニ
ット１１０を備える。試薬ユニット１１０は、閉鎖され強化された（tempered）保管区画
として具体化され、ピペットノズルがその区画に入って一定分量の試薬を抜き出すための
アクセス孔１１１を備える。システム１００は、試料ラックトレイユニット１２２をさら
に備え、これは、試料ラック１２１を試料装着／離脱ユニット１２０内へ／から装着／離
脱するために、モジュールとして試料装着／離脱ユニット１２０に機能的に連結される。
システムは、中央の容器処理領域１３０’をさらに備える。試料処理領域１３０’は、第
１の線形の固定容器ホルダ１４０および第２の線形の固定容器ホルダ１４０’を備え、固
定容器ホルダ１４０、１４０’はそれぞれ、（たとえば、生物学的試料が培養される間、
または生物学的試料について光学測定が実施される間）生物学的試料を含む容器を保持す
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るための複数の容器配置位置６、８、６’、８’を備える。容器処理領域１３０’はさら
に、固定容器ホルダ１４０に一度に１つの容器を供給するための容器投入ステーション１
５０を備える。容器処理領域１３０’はさらに、固定容器ホルダ１４０の容器配置位置６
、８の間で容器を移送するために、それぞれの固定容器ホルダ１４０、１４０’に対して
線形に移動可能であり、それぞれの固定容器ホルダ１４０、１４０’に機能的に連結され
る第１および第２の可動の容器作業ステーション１６０、１６１’を備える。
【０１０５】
　システム１００はさらに、それぞれ複数のピペット処理装置を備える２つのそれぞれの
水平アーム１７１、１７４上に移動可能に取り付けられる２つのピペットヘッド１７０’
、１７３を備える。システム１００はさらに、可動の容器作業ステーション１６０、１６
１’、ピペットヘッド１７０’、１７３およびピペット処理装置の動作を含む、多数の予
定される処理動作の実行を制御するようにプログラムされる制御装置１８０’を備える。
【０１０６】
　図６および図７は、上述の構成要素を含む図５の例示的なシステムの他の図を示す。詳
細には、図６および図７において、システムは、容器１０に含まれる生物学的試料につい
て光学的な凝固測定を実施するために、２つの光度計ユニット１４２、１４２’を含むこ
とがわかる。光度計ユニット１４２、１４２’は、図８に関連して続いてより詳細に記載
される。
【０１０７】
　図８は、図５および図６の例示的なシステムの部品の詳細をさらに示す。詳細には、明
瞭さのために、それぞれの可動の容器作業ステーション１６０を備える１つの固定容器ホ
ルダ１４０のみ、および１つのピペットヘッド１７０’のみが示されている。
【０１０８】
　固定容器ホルダ１４０は、複数の容器１０を配置するために複数の容器配置位置６、８
を備える。詳細には、固定容器ホルダ１４０は、培養用の複数の容器配置位置８を備える
培養サブユニット１４０Ａを備える。固定容器ホルダ１４０はさらに、検出用の複数（こ
の例においては１３）の容器配置位置６を備える検出サブユニット１４０Ｂを備える。
【０１０９】
　詳細には、検出サブユニット１４０Ｂは、１つの光度計ユニット１４２を備え、光度計
ユニット１４２は、検出用の容器配置位置６の一方の側に光源１を備え、検出用の容器配
置位置６の他方の側で検出サブユニット１４０Ｂ内に配置される光学検出器（図示せず）
を備える。詳細には、検出用の容器配置位置６のそれぞれに対して、光源１から検出用の
容器配置位置６に配置される容器１０を通して光を導くための光学ファイバー２、および
検出用の容器配置位置６の容器１０を通過する光を検出するために、検出用の容器配置位
置６の反対側に配置される光学検出器が存在する。ゆえに、各検出用の容器配置位置６は
、光学ファイバー２と光学検出器との間の光路に配置される。それゆえ、システム１００
は、複数の測定チャネル３ａ、３ｌ（図８の例では１３の測定チャネルがあり、図８には
そのうち２つ３ａ、３ｌが示されている）を提供し、容器１０は検出用の容器配置位置６
に配置されることによってそれぞれの測定チャネル３ａ、３ｌに配置され得る。
【０１１０】
　容器１０はそれゆえ、光路に配置され得る２つの平行した透明な壁を備えるキュベット
として好都合に具体化され得る。異なる波長の光は、異なる光学ファイバー２を通して導
かれてもよいし、および／または、異なる波長の光は、同一の光学ファイバー２において
交互に導かれてもよい。詳細には、光源１は全ての光学ファイバー２に対して共通であっ
てもよく、多波長光源、たとえば、広域スペクトル光源や、個別の波長または波長範囲を
備える複数の発光素子を備える。
【０１１１】
　検出用の容器配置位置の１つ６Ａは、それぞれの新たな容器１０のブランク測定を行う
ためのブランク測定位置である。また、検出用のブランク容器配置位置６Ａは、新たな容
器１０が容器投入ステーション１５０の容器グリッパ１５１によって一度に１つずつ配置
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される投入容器保持位置である。
【０１１２】
　第２の検出用の容器配置位置６’’は、上述の検出用の基準容器配置位置である。この
検出用の容器配置位置６’’は、基準チャネル３ａ（上述）の一部である。
【０１１３】
　次に図５～図８のシステムにおける例示的な測定処理を記載する。
【０１１４】
　容器投入ステーション１５０は、１つまたは２つの固定容器ホルダ１４０、１４０’を
備える実施形態が用いられるかに応じて、固定容器ホルダ１４０の検出用の投入容器配置
位置６内、および／または、第２の固定容器ホルダ１４０’の対応するブランク測定位置
６Ａ内に一度に１つの新たな容器１０を配置する。各固定容器ホルダ１４０、１４０’に
おけるそれぞれの新たな容器１０の光度計ブランク測定は、それゆえ最初に実行される。
容器１０の光度計ブランク測定を行った後、それぞれの可動の容器作業ステーション１６
０、１６０’は、それぞれの固定容器ホルダ１４０、１４０’の培養用の空の容器配置位
置８、８’に容器１０を移送する。培養用の容器配置位置８、８’において、特定の生物
学的試料および１つまたは複数の試薬は容器内に分注される。グリッパ１６１によって保
持される容器１０Ｂは、可動の容器作業ステーション１６０を線形移動させることによっ
て、光度計ユニット１４２を用いることによる検出のために検出サブユニット１４０Ｂの
検出用の空の容器配置位置６、６’に搬送される。光度計ユニット１４２を用いることに
よる検出は、上述の較正および／またはエラー検出技術のいずれかを含み得る。詳細には
、（たとえば、第２の測定チャネル３ｌおよび第１の基準測定チャネル３ａにおいて検出
された強度の比率を示す）基準係数は、継続的に更新でき、上述の測定処理において用い
られ得る。
【０１１５】
　図６～図８のシステムは特定の光度計ユニット１４２、１４２’を用いる。他の例にお
いて、光度計ユニット１４２、１４２’は、本開示の他の任意の光学測定装置によって置
き換えられてもよい。
【０１１６】
　先行するセクションでは、複数の信号処理ステップ（たとえば、異なる較正および／ま
たはエラー検出技術のステップ）を記載した。明らかに、これらの信号処理ステップは、
本開示の光学測定装置に接続される任意の適切なコンピュータまたはコンピュータシステ
ムで実施され得る。たとえば、光学測定装置自体が、異なる較正および／またはエラー検
出技術の信号処理ステップを実施するコンピュータまたはコンピュータシステムを含み得
る。他の例において、光学測定装置は、生物学的試料用の分析器（たとえば、図５および
図６に示される分析器）に一体化されてもよく、分析器のコンピュータまたはコンピュー
タシステムが、異なる較正および／またはエラー検出技術の信号処理ステップを実施し得
る。さらに他の例において、光学測定装置は、異なる較正および／またはエラー検出技術
の信号処理ステップを実施するコンピュータまたはコンピュータシステム（たとえば、遠
隔コンピュータまたはコンピュータシステム）に、（たとえば、検査室通信ネットワーク
を通して）通信可能に接続され得る。概して、本開示の較正および／またはエラー検出の
ための技術にとって、どこで信号処理が行われるかは重要ではない。
【０１１７】
　さらに、本開示の較正および／またはエラー検出のための方法は、コンピュータまたは
コンピュータシステムによって実行されると、コンピュータまたはコンピュータシステム
に本開示の較正および／またはエラー検出のための方法のステップを実行させるコンピュ
ータ可読媒体上の命令において具体化され得る。
【０１１８】
　さらに、特定の特徴、構造または特性は、１つまたは複数の実施形態または例において
任意の適切な組み合わせおよび／または下位の組み合わせで組み合せられてもよい。
【０１１９】
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　先行する詳細な説明において、本開示の一部の多数の例が記載された。しかしながら、
本開示の一部は以下の態様に示されるようにも構成され得る。
【０１２０】
１．少なくとも第１の測定チャネルおよび第２の測定チャネルを有する生物学的試料用の
光学測定装置における較正および／またはエラー検出のための方法であって、前記方法は
、前記光学測定装置の前記第２の測定チャネルにおける生物学的試料の測定の間に、
それぞれが前記光学測定装置の前記第１および第２の測定チャネルにおける測定信号の関
係を示す、前記第２の測定チャネルに対する１つまたは複数の現行基準係数を取得するこ
とと、
前記第１の測定チャネルの検出信号を判定することと、
前記第２の測定チャネルの検出信号を判定することと、
第１および第２の検出信号に基づき前記第２の測定チャネルに対する更新基準係数を計算
することと、
前記更新基準係数を前記１つまたは複数の現行基準係数の少なくとも１つと比較すること
と、
比較結果に応じて、前記第２の測定チャネルにおける後の測定に用いるために現行基準係
数として前記更新基準係数を記憶するか、または、前記第２の測定チャネルにおける後の
測定に用いるために前記１つまたは複数の現行基準係数を維持することと
を含む基準係数更新処理を繰り返し実施することを含む方法。
【０１２１】
２．前記更新基準係数が、前記１つまたは複数の現行基準係数の少なくとも１つから最大
でも所定の値だけ逸脱する場合、前記第２の測定チャネルにおける後の測定に用いるため
に現行基準係数として前記更新基準係数を記憶することと、
前記更新基準係数が、前記１つまたは複数の現行基準係数の少なくとも１つから前記所定
の値よりも大きく逸脱する場合、前記第２の測定チャネルにおける後の測定に用いるため
に前記１つまたは複数の現行基準係数を維持することと
をさらに含む態様１記載の方法。
【０１２２】
３．前記更新基準係数が、前記１つまたは複数の現行基準係数の少なくとも１つから最大
でも所定の値だけ逸脱する場合、前記第２の測定チャネルにおける後の測定に用いるため
に前記１つまたは複数の現行基準係数を維持することと、
前記更新基準係数が、前記１つまたは複数の現行基準係数の少なくとも１つから前記所定
の値よりも大きく逸脱する場合、エラーメッセージを生成することと
をさらに含む態様１記載の方法。
【０１２３】
４．基準係数を計算することが、前記第１および第２の検出信号の比率を決定することを
含む態様１～３のいずれか１つに記載の方法。
【０１２４】
５．前記第１および第２の検出信号が、それぞれの前記測定チャネルにおける信号強度を
示す態様１～４のいずれか１つに記載の方法。
【０１２５】
６．前記第２の測定チャネルにおける後の測定において前記１つまたは複数の現行基準係
数を用いることが、
生物学的試料を含まない前記第１の測定チャネルの検出信号を判定することと、
測定される生物学的試料を含む前記第２の測定チャネルの検出信号を判定することと、
前記現行基準係数の１つによって前記第２の測定チャネルの前記検出信号を補正すること
と
を含む態様１～５のいずれか１つに記載の方法。
【０１２６】
７．前記第２の測定チャネルにおける後の測定において前記１つまたは複数の現行基準係
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数を用いることが、
生物学的試料を含まない前記第１の測定チャネルの検出信号を判定することと、
測定される生物学的試料を含まない前記第２の測定チャネルの検出信号を判定することと
、
前記現行基準係数の１つによって前記第２の測定チャネルの前記検出信号を補正すること
と
を含む態様１～６のいずれか１つに記載の方法。
【０１２７】
８．前記検出信号を補正することが、前記検出信号に前記現行基準係数の１つを乗じるこ
と、または、前記検出信号を前記現行基準係数の１つで割ることを含む態様６または７記
載の方法。
【０１２８】
９．各基準係数に対するタイムスタンプを記憶することをさらに含み、前記タイムスタン
プは、特定の前記基準係数が決定されたときを示す態様１～８のいずれか１つに記載の方
法。
【０１２９】
１０．前記タイムスタンプが、それぞれの前記基準係数が決定されてからの期間、または
それぞれの前記基準係数が決定された時点を示す態様９記載の方法。
【０１３０】
１１．前記現行基準係数の経過時間を決定するために前記現行基準係数のタイムスタンプ
を評価することと、
前記現行基準係数の経過時間が所定の最大経過時間を超える場合にエラーメッセージを生
成することと
をさらに含む態様９または１０記載の方法。
【０１３１】
１２．現行基準係数として前記更新基準係数を記憶することが、現行基準係数を置き換え
ることを含む態様１～１１のいずれか１つに記載の方法。
【０１３２】
１３．基準係数が後入れ先出し方式、好ましくは環状バッファーに記憶される態様１～１
２のいずれか１つに記載の方法。
【０１３３】
１４．態様１の前記基準係数更新処理が、前記光学測定装置の動作中に継続的に実施され
る態様１～１３のいずれか１つに記載の方法。
【０１３４】
１５．基準係数の予測される変化を決定することと、
比較された前記更新基準係数が、前記予測される変化にしたがって変化しない場合に、更
新基準係数を廃棄することと
をさらに含む態様１～１４のいずれか１つに記載の方法。
【０１３５】
１６．前記予測される変化は、１つまたは複数の環境要因または装置に関する要因に基づ
き決定される態様１５記載の方法。
【０１３６】
１７．前記基準係数更新処理が周期的に実施される態様１～１６のいずれか１つに記載の
方法。
【０１３７】
１８．係数更新の周期的な測定の期間が、生物学的試料の測定時間よりも長く、好ましく
は、生物学的試料の測定時間より１．１倍～５倍長い態様１７記載の方法。
【０１３８】
１９．前記基準係数更新処理が、少なくとも１分に１回、好ましくは少なくとも１秒に１
回実施される態様１～１８のいずれか１つに記載の方法。
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【０１３９】
２０．前記基準係数更新処理が、測定が近い将来には行われないであろうことを示す所定
の中断トリガ信号の検出後に中断される態様１～１９のいずれか１つに記載の方法。
【０１４０】
２１．継続的な基準係数更新処理が、測定が近い将来に行われるであろうことを示す所定
の開始トリガ信号の検出後に開始される態様１～２０のいずれか１つに記載の方法。
【０１４１】
２２．生物学的試料用の前記光学測定装置が１つまたは複数の付加的な測定チャネルを含
み、前記方法が、前記光学測定装置の前記第２または前記１つもしくは複数の付加的な測
定チャネルにおける生物学的試料の測定の間に、前記１つまたは複数の付加的な測定チャ
ネルのそれぞれに対して態様１～２１のいずれか１つにおいて設定された基準係数更新処
理を繰り返し実施することをさらに含む態様１～２１のいずれか１つに記載の方法。
【０１４２】
２３．生物学的試料用の前記光学測定装置が１つまたは複数の付加的な測定チャネルを含
み、前記方法が、前記１つまたは複数の付加的な測定チャネルのそれぞれに対して態様１
～２２のいずれか１つにおいて設定された基準係数更新処理を繰り返し実施することをさ
らに含む態様１～２２のいずれか１つに記載の方法。
【０１４３】
２４．前記光学測定装置の、前記第１および第２の測定チャネルを含む全ての測定チャネ
ルの基準係数に対して平均値を計算することと、
第１および第２の測定チャネルを含む各測定チャネルに対して、それぞれの前記測定チャ
ネルの基準係数および平均基準係数の逸脱を決定することと、
測定チャネルの前記基準係数および前記平均基準係数からの逸脱が所定の限度を超える場
合、それぞれの前記測定チャネルをフラグ付けすることと
をさらに含む態様１～２３のいずれか１つに記載の方法。
【０１４４】
２５．前記第１の測定チャネルの基準係数が、所定の基準値、好ましくは１に設定される
態様２４記載の方法。
【０１４５】
２６．前記第１の測定チャネルの前記基準係数および前記平均基準係数からの逸脱が所定
の限度を超える場合、エラー状態に入ることをさらに含む態様２４または２５記載の方法
。
【０１４６】
２７．前記光学測定装置の各測定チャネルの前記基準係数に対して平均値を計算すること
と、
前記第１の測定チャネルの基準係数および前記平均基準係数の逸脱を決定することと、
前記第１の測定チャネルの前記基準係数および前記平均基準係数からの逸脱が所定の限度
を超える場合、前記第１の測定チャネルに対してエラーインジケータを生成することと
をさらに含む態様１～２６のいずれか１つに記載の方法。
【０１４７】
２８．前記平均値が、中央値または算術平均である態様２５～２７のいずれか１つに記載
の方法。
【０１４８】
２９．前記所定の値が、固定または動的であり得る態様１～２８のいずれか１つに記載の
方法。
【０１４９】
３０．前記所定の値が、前記基準係数の最初の測定に基づき決定される態様１～２９のい
ずれか１つに記載の方法。
【０１５０】
３１．各測定チャネルが、前記光学測定装置の光源から測定位置へ光を導くように配置さ
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れる１つまたは複数の入力光誘導部を含む態様１～３０のいずれか１つに記載の方法。
【０１５１】
３２．各測定チャネルが、前記光学測定装置の光源から前記光学測定装置の検出器へ光を
導くように配置される１つまたは複数の出力光誘導部を含む態様１～３１のいずれか１つ
に記載の方法。
【０１５２】
３３．前記光学測定装置が、各測定チャネルで測定される生物学的試料を含む容器を挿入
するための容器ホルダを含み、好ましくは、前記容器ホルダは、キュベットを保持するた
めのキュベットホルダである態様１～３２のいずれか１つに記載の方法。
【０１５３】
３４．前記光学測定装置の前記測定チャネルが、前記生物学的試料についての透過測定を
行うように構成される態様１～３３のいずれか１つに記載の方法。
【０１５４】
３５．前記光学測定装置が、血液、骨髄、尿、精液、唾液、胃液、粘液、腹水、脳脊髄液
、胆液もしくは汗、または、血液、骨髄、尿、精液、唾液、胃液、粘液、腹水、脳脊髄液
、胆液もしくは汗の成分、または、これら体液の成分、または、これら液体の濃縮物もし
くは希釈物を含む生物学的試料を分析するように構成される態様１～３４のいずれか１つ
に記載の方法。
【０１５５】
３６．前記第１の測定チャネルが、前記光学測定装置の基準チャネルである態様１～３５
のいずれか１つに記載の方法。
【０１５６】
３７．前記第２の測定チャネルにおける後の測定での前記更新基準係数の使用を遅延させ
ることをさらに含み、好ましくは、前記遅延は、前記生物学的試料を含む別の容器の挿入
または取り外しの間に決定される更新基準係数を用いることが回避されるように選択され
る態様１～３６のいずれか１つに記載の方法。
【０１５７】
３８．記憶される命令を有するコンピュータ可読媒体であって、前記命令が、コンピュー
タシステムによって実行されると、前記コンピュータシステムに、態様１～３７のいずれ
か１つの方法のステップを実行することを促す、コンピュータ可読媒体。
【０１５８】
３９．第１の測定チャネルと、
第２の測定チャネルと、
前記第１および第２の測定チャネルから信号を受け取るように構成される検出器と、
態様１～３７のいずれか１つの方法のステップを実施するように構成される制御装置と
を備える生物学的試料用の光学測定装置。
【０１５９】
４０．各測定チャネルが、前記光学測定装置の光源から測定位置まで光を導くように配置
される１つまたは複数の入力光誘導部を含む態様３９記載の装置。
【０１６０】
４１．各測定チャネルが、前記光学測定装置の光源から前記光学測定装置の検出器まで光
を導くように配置される１つまたは複数の出力光誘導部を含む態様３９または４０記載の
装置。
【０１６１】
４２．前記光学測定装置が、各測定チャネルで測定される生物学的試料を含む容器を挿入
するための容器ホルダを含み、好ましくは、前記容器ホルダは、キュベットを保持するた
めのキュベットホルダである態様３９～４１のいずれか１つに記載の装置。
【０１６２】
４３．前記光学測定装置の前記測定チャネルが、前記生物学的試料についての透過測定を
行なうように構成される態様３９～４２のいずれか１つに記載の装置。
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４４．前記第１の測定チャネルが、前記光学測定装置の基準チャネルである態様３９～４
３のいずれか１つに記載の装置。
【０１６４】
４５．少なくとも第１の測定チャネルおよび第２の測定チャネルを有する生物学的試料用
の光学測定装置における較正および／またはエラー検出のための方法であって、前記方法
は、
前記光学測定装置の動作中に、
それぞれが前記光学測定装置の前記第１および第２の測定チャネルにおける測定信号の関
係を示す、前記第２の測定チャネルに対する１つまたは複数の現行基準係数を取得するこ
とと、
前記第１の測定チャネルの検出信号を判定することと、
前記第２の測定チャネルの検出信号を判定することと、
第１および第２の検出信号に基づき前記第２の測定チャネルに対する更新基準係数を計算
することと、
前記更新基準係数を前記１つまたは複数の現行基準係数の少なくとも１つと比較すること
と、
比較結果に応じて、前記第２の測定チャネルにおける後の測定に用いるために現行基準係
数として前記更新基準係数を記憶するか、または、前記第２の測定チャネルにおける後の
測定に用いるために前記１つまたは複数の現行基準係数を維持することと
を含む基準係数更新処理を繰り返し実施することを含む方法。
【０１６５】
４６．第１の測定チャネルと、
第２の測定チャネルと、
前記第１および第２の測定チャネルから信号を受け取るように構成される検出器と、
前記光学測定装置において較正および／またはエラー検出のための方法を実施するように
構成される制御装置と
を備える生物学的試料用の光学測定装置であって、前記方法は、
前記光学測定装置の動作中に、
それぞれが前記光学測定装置の前記第１および第２の測定チャネルにおける測定信号の関
係を示す、前記第２の測定チャネルに対する１つまたは複数の現行基準係数を取得するス
テップと、
前記第１の測定チャネルの検出信号を判定するステップと、
前記第２の測定チャネルの検出信号を判定するステップと、
前記第１および第２の検出信号に基づき前記第２の測定チャネルに対する更新基準係数を
計算するステップと、
前記更新基準係数を前記１つまたは複数の現行基準係数の少なくとも１つと比較するステ
ップと、
比較結果に応じて、前記第２の測定チャネルにおける後の測定に用いるために現行基準係
数として前記更新基準係数を記憶するか、または、前記第２の測定チャネルにおける後の
測定に用いるために前記１つまたは複数の現行基準係数を維持するステップと
を含む基準係数更新処理を繰り返し実施することを含む光学測定装置。
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